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1 はじめに
近年，Microsoft Azure(以下 Azureと略す)などのク
ラウドサービスの需要が高まっており，これに伴って既
存のクラウド環境から異なるクラウド環境へのシステ
ム移行の需要も高まっている．異なるクラウド間でシス
テムを移行する際には，移行元と移行先のクラウド環
境の詳細を理解する必要がある．また，異なるクラウド
間ではリソースや概念が異なっている等の問題があり，
単純に移行することは難しい．
我々はこの問題に対し，変換元は VMware ESXi(以
降：ESXiと略す)，変換先はAmazon Web Servises(以
降：AWSと略す)を対象とし，リソースや概念の違い
による問題を解決したシステム構成情報の変換機能を
実現した．本稿では変換元を ESXi，変換先をAzureと
想定しシステム構成情報の変換機能の実現について述
べる．

2 システム構成情報の変換機能の実現
2.1 概要

図 1に変換機能の概要と流れを示す．提案する変換機
能は以下の流れでシステム構成情報を変換する．

図 1 システムの概要図

[Step1] ESXiで動作するシステムの構成情報を取得す
る．仮想環境構成情報である仮想マシンのスペッ
クと，仮想マシンイメージを取得する．

[Step2] 取得したシステム構成情報をAzureでのシステ
ム構成情報に対応付け変換する．

[Step3] 変換したシステム構成情報を基に Azure Re-

source Manager テンプレート (以降 ARM テ
ンプレートと略す)を作成展開し，Azure上に
システムを構築する．

2.2 仮想マシンイメージの取得変換

ESXi上の仮想マシンイメージからVMDK形式のファ
イルの作成後，VHD形式のファイルに変換する．VHD

形式のファイルをAzureのストレージにページBlobと
してアップロードしマネージドディスクを作成する．

2.3 仮想環境構成情報の取得変換

仮想環境構成情報である仮想マシン名，仮想CPU数，
メモリサイズを取得する．取得した情報を元に Azure

で同環境を構築するために必要なリソースへ変換する．
Azureでは必要なリソースだが、ESXiに存在しない場
合は依存関係を考慮し，新しく定義する．

2.4 ARMテンプレート

ARMとはAzureサブスクリプション内のリソースの
デプロイや管理ができるサービスであり，テンプレート
をデプロイすることで複数のリソースを一度に構築でき
る．ARMテンプレートは JSON形式で，Azure上に構
築するリソース単位で記述する．2.2で作成したマネー
ジドディクのパスや，2.3で変換した仮想環境構成情報
などを ARMテンプレートに記述しデプロイする．

3 評価
本変換機能の有用性を確認するため，Azure CLI 2.0

や VMware vSphere，その他ツールを用いて手動で変
換を行う従来手法と本変換機能を比較する．図 2に 1～
4台の仮想マシンの移行にかかるシステム構成情報の変
換時間を示す．台数に関わらず従来方式よりも約 1/3程
度の時間を短縮することができた．

図 2 システム構成情報の変換時間

4 まとめ
本研究では ESXiと Azureを想定したシステム構成

情報の変換機能を実現した．これにより，最低限のパラ
メータ入力により ESXi上の仮想環境を Azure上のシ
ステムに変換可能となった．
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